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昭和36年に初められた生ワクチツの投与によ

り我が国のポリオウイルスによる所謂ポリオは急 A) 予測調査地区の概要
速に減少した。

例えば昭和 4o l 年に~ 8名，昭和ヽ 2年には僅

かに 25名の発生，され．生ワク以前の昭和 85 

年の 5.60呼往；比較すると誠にめざま LI,ヽ ワクチ

ンの効果である。

ところが最近．このなうにポリオが減少したため

に．ワクチンに対する関心がや上うすらいで来た

と云われその結果として、一部の地区ではポリオ

ウイルスに対する中和抗体保有率の減少が認めら
s) 

れて来ているという。

、このようた時に．．昭和 42年秋田県では初めて

厚生省の指定事業として．平鹿郡大雄村田根森地

区と．男鹿市船越地区に於て．ポリオウイルスの

感染源調査並びに感受性調査を実施 Lたことは．

意義深いことと云ぅぺきである＾

以下にこの阿地区で行たったポリオ流行予測調査

の結果についてその概要をのべる。

1) 男鹿市船越地区

秋田県男鹿市船越は男鹿保健所管内にあり．秋

田県中央部から日本海に突出した男鹿半島の基部

にあたる。八郎潟から日本海に通ずる河口に面す

る砂地の平担地である。

交通としては園鉄男鹿線の船越駅があり．秋田ま

で 28.4,Km．男鹿まで l6.2Kmである。道路は県道艇

秋田一船川線．船越一能代線の分岐点であり．交

通は比較的便利である。船越地区の面積は 7.1ヽ

ロ．世帯数 928．総人口4,.4,15人であり．男．

ぃ．084人．女．i.881人である。

産業は主と Lて農業であるがその他．漁業．商業

を生業とするものもあり．又．会社．官公庁への

勤務者も多い。

欽料水は．戸別の井戸水をホームポツブなどで汲

み上げて使用Lている＾

過去 5年以内にポリオ息者はた＜．赤痢は昭和87
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年4名，昭和 40年に 6名発生Lている。その他

の伝染病の集団発生はない。

ポリオワクチソの投与に関 Lては表lの如くであ

り昭和 40年．+l年に若干投与率が減少Lてい、

る。

2) 平鹿郡大雄村，田根森地区

横手保健所管内にあり，乎鹿郡の西部．雄物JIIの

頁岸にあり，乎担地である。本地区面積は 15.lg 

駆であるo地質は東部に腐植質泥炭．石油．ガス

含有土質がある他は概ね壇植土の耕地であり殆ん・

ど水田でしめられる。

交通は東西に県道横手一大森線が貫き．南北には

野崎—浅舞線及び大曲一沼館線が走る。人口は．

4. 0 2 0人であり．主産業は農業である。欽料水は

8 0％が水道を利用L,残りは井戸水を用いてい

る。

過去 5年以内にポリオ息者の発生はないが．？名

の赤痢息者の発生があった。

又．昭和4,0年 10月．田根森小学校震於‘て発熱

性疾息が流行し．g5名の罹息者があつだが，ゥ

イルス学的検査の結果A.denovl rU:8 :・a型と決
4) 

定したn 但し本小学校に1ェブ→ルがなく，径口伝

染によるも心と推忘され9る。

昭和4,1年のポリオ生ワクチソ投与率は 98 ％で

ある。

B) 検体採取とウイルス分離方

法及び中和抗体測定法

I) 採取対象

1)糞便，厚生省の指定に従い感染源調査として

0 ~1  • 2~8. 4,~6.  ?~g • l 0~1 2 

の各年令区分毎に， 8~l 0名採坂した。採取

（前回と同一個人）より計 10 4,検体を採辰L

た
田根森地区では．昭和4,2年 9月5日44名よ

り．又．昭和4,8年 2月 15日50名より，計

9 4検体を採辰Lウイルス分離を行なった。
2)血清

感受性調査として， 0~1  • 2~8. 4,~6.  

7 ~0  • 1 0~1 2 • 1 8~1 5 • 1 6~  1 9. 

及び 20～以上の 8年令区分毎に 10名～12 

名より採血したが1 2年以下の各年令区分共．

8~1 0名迄は感染源調査対象者と同一個人で

ある。

従つて採版は． 1回目の感染源調査と同時に行

ぃ．船越地区にて 10 0名より，又．田根森地

区にては． 10 0名より採辰Lた。

血液は血清分離後ー 20℃に検査まで保存Lた。

n) ウイルス分離方法及び同定

糞便からの抽出液の作製は．ー 70℃に保存L

ておいた糞便を．氷水中にて融解L．遠心管のま

ま．バイプロツニーカーにて均等化後． 4℃にて

10.ooorpm, B 0-分の遠心を行な1,ヽ・上清を小

試験管に分注L．一部は再び一 70℃に保存し．

一部を細胞に接種した。

細胞は．カニクイザル腎細胞をRa ppa por t~ら
方法にて調製． 4％牛血清加LH液でチユープを

作製した。細胞維持液は． 2％仔牛血清及び抗生

物質を加えた Ea g le~_)M i n i mum Essent-

lal Med.1um(MBM)を用いた。

血清はすぺてポリオウイルスの抑制物質を含まぬ

ことをチニック後の同一ロツトを用いた。分離検

体の接種は 1本のチューブ当り 0.1叫！接種Ll検

体当り 2本のチュープを用いた。検体接種後． 87

℃に 3時間静置後維持液を交換し．次で 88℃の

は，自然排便又は．グリセリン浣腸により排便 廻転培養機にかけ． 5日目に液を交換 Lて l0日
5) 

Uこ紅め指頭大を直ちに検体採辰液 lo斗を含 、間観察しt.::o細胞病原性効果 (0PE)をみとめ

む・大型遠心管に販り．これをドライアイスで た場合は，そのままー 70℃に急速凍結後 2~8  

凍結後一 70℃に検査まで保存した。 代継代して同定を行なった。•‘

糞便の採坂は，船越地区昭和 4 2年 8月 2 5日 同定には予研より分与された各種抗エンデロウイ

6 1名．及び．昭和 48年 1月 2ti日． 4 8名 Jレス単味血清及び Schmldt-Pool血清9用I,ヽ
た。抗血清は 2四.-6:1!i1.L tこ稀釈したものを用いた。
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置）中和抗体測定

細砲はすべてHEP-2細胞を用い．増殖液は；

1 5％牛血清加MEMを、又．維持液は 2％仔牛

血清加MEMを用いた。

添加抗生物質及びポリオウイルス抑制物質に対す

る注意はウィルス分離のものと同様にした。

抗原として使用したウイルス株は，東北大学細菌

学教室より分与されたポリオウイルス Mahone..,.

株Cl型）， MEF-1株 (I型）． Sau,e-
ett株（日型）をHEp-2細胞で継代したも
のを使用Lた。 ＇ 

抗原ウイルスの感染価は HEp-2細胞を用I,ヽ ．

8 8℃の廻転培養にて． 7日目に Reed-Mue-

noh法にてTOD 5 Oを測定L．その 10OTO 

D 5 0.,-0. 1叫を攻撃ウイルスと Lた。

中和抗体価測定法

予研指定の測定方涙し用いて中和抗体価を測定し

た。

血清0.5斗を先ず維持液 (M.M) にて｝に稀釈

後． 56℃ 8 0分非動化し．更にこれを．も．も

に稀釈Lた

各稀釈血清の 0.8斗Kうあらかじめ稀釈しておい

た抗原ウイルス液0.8斗を加え．更に，これにMM • 

“叫を加えた後， 87 ℃に 8時間おき．次で4

-7 9.-

℃に一夜 Cl6時間）反応させた。ウ・イルス梃照

としてはウイルス液1mlに MM. 9.0斗を加え同

，様に処理した"・ l 稀釈段障・ 1 型毎に 2•本の HE

p-2 細胞を用意．接種•に先き立ち．増殖液をす
て，前記のウイルス．血清混合液lin1,を接種した。

これを 88℃の廻転培養にかけ． 1週間観察した。

ウイルス対照の感染価を同時に測定し． 82~  

8BOTOD50以内にあることを確めた。，

中和抗体価はReed-Muench 法に従I,ヽ 50 % 

中和抗体価を測定Lたが．i血清稀釈で2本共中

和されない場合は＜ヽ；と現わした。 • 
l 

又． 5d稀釈で 2本共中和された場合は＞04とし

て現わLた。

C) 検査成績

l) ウイルス分離結果

第 1回目採辰の糞便より， 5株のウイルスが分

、離された（表1)即ち．船越地区(/!.>ti 1検体から

はOoxsaokle B""'.4i (5オ()) 1株． EOH

0 -4, coオi) 1株で他の株はポリオ I.ll.-. 
直． 0ox s a o k l e・A - O • E O H O -4, • E 0 

H O - 1 4, • E O H O 1 6 • E O H O_-1 8では

同定されず． SP-:-2 (E-4'.E-l:t-.. E-

表l 男鹿市船越地区及び乎鹿郡大雄村田根森地区のウイルス分離結果

地区名 男鹿市船越地区 乎鹿郡犬ャ雄村地区

時 期 第 1回 4~.8.2 5 第 3回4,S.1.2 6 第 1回 4, ll. 9.5 第 3回4,8.l!.15 

被 分陽 ポ ボ外 被 分陽 ポ ポ外 ・被 分陽 •ポ ポ外 被 分陽 ポ ポ外
検
性 リ

リの 検
性 リ

リの 検
性 リ

リの 検
性 リ

リの
例 ォも 例 スも 例 オも 例 オも

年令 数 離数 オ 以の 数 離数 オ 以の 数 離数 オ 以の 数 離数 オ 以の

゜
7 6 a 4, 

1 8 2 5 ,··• 6 

3 5 5 6 3 

8 8 8 8 6 

4 
• Q 2 8 A 3 

一5 

゜
1 l: 0 oXB , 5 2 5 

6 
“゚ “゚‘ 

8 8 

？ 8 ., ・ 1 l 
.. 

8 7 

゜
1 

｀ 
1 ， 8 l l: E-4 1 6 l l:亨 6 

10 -14, 20 l l: 如定 ， 1 2 1 1 ：銅定 12 

計 H l 8 

゜
8 4 8 

゜゚ ゜
4 4 a 

゜
2 50 

゜゚ ゜
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1 6. E -i 7, E1  8の混合抗血清）では中和

されt.::a

又．田根森地区の44検体から 2株分離されポリ

オI,II, 11, EO  HO-6 • Ooxsa.okleB 

-:1, OoxB-・a,ooxB-5,0oxB-6では中和

されず混合抗血清 (ooxB-1.coxB-8 • Oox 

B-5,0oxB-6)では中和された。

第2回目．船越4,3検体，田根森 50検体からは

ー株もウイルスは分離されなかった。

2) ポリオウイルス中和抗体価検査結果

（感受性調査結果）

阿地区の年令別．ポリオ型別中和抗体保有率

(4倍及び 64倍スク ll-=-ッ!,I')を表 2• 8及び図

l • aに示Lた。

表2 男鹿市船越地区住民のポリオウイルスに対する中和抗体の保育状況

4 倍スクリーニソグ 6 4 倍スクリーニング

年令
被検 1つ 3つ 8つ 8つ 1つ 2つ 3つ 8型

人員 I型 日型
の型

の型 1型 I型 U型 の型n型 のみ
の型 共

のみ
の型 の型 共

（＋） （＋） （＋） （ー） （＋） （＋） (+) （ー）

2 4 l 1 8 7 1 1 1 1 1 

゜
， 

0 ~1  11 (%) 

182 86公 9l 9』 87.8 68B 9l 91 9.1 91 9l 819 

6 10 7 2 8 5 1 l 6 4 4 8 

゜
各

9 ~ 8 11 
54.5 90.ll 686 18!! 2?8 4,5:4, 91 91 54,.7 86.4 86.4, 378 86A, 

， 12 g 2 •゚ 8 u 5 8 ., “ 8 2 1 6 

4 ~6  12 
75 100 75 16.7 16.7 06.'l' 419 25D 16.7 ll5JJ 16.7 8.4, 50D 

8 12 11 1 8 8 

゜
4 5 8 8 2 

゜
2 

7 ~ 9 1 2 
116.? 100 915 8ヽ 25 669 388 419 85.0 669 16.7 16.7 

16 18 18 

゜
2 16 u 8 6 10 ， 6 l 2 

llt--12 l 8 
889 100 100 llJ 88.D 4“ 33.8 55ll 50JJ 888 55 llJ. 

，． ， 10 10 
゜

l ， 
゜
8 2 5 8 2 1 4 

lN.5 10 
90 100 100 10 90 ao 30 50 30 20 10 •OD 

11 12 10 

゜
8 ， 
゜
4 2 7 8 5 

゜
4 

16"-i.9 lZ 
919 100 88,8 25 75 4118 16.7 588 25 419 388 

18 14 18 

゜
.゚, 12 

゜
7 7 6 6 4, .B 2 

30̀’ l 4 
9::18 100 9と8 14.8 85.7 50 50 48.8 48.8 28.6 • 14.JI l48 

74, 92 79 6 19 ti 7 8 38 82 88 87 25 5 88 
計 l O 0 

74 92 79 6 19 67 8 88 82 88 37 25 5 88.0 
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表3 乎鹿郡大雄村田根森地区住民のポリオウイルスに
対ナる中和抗体の保育状況

4 倍スクリーニング

被検 1つ． 2つ 8つ
年令
人員 I型 〖型 ＇型

の型
の型 の型

のみ
（＋） （＋） （＋） 
． 

g ， 6 
゜

3 6 

0 ~ 1 1 0 

90 90 60 80 60 

10 11 8 

゜
↓ 7 

2 ~ 8 11 
909 100 7出9 86、885 
， 18 10 l 5 7 

～ヽ6 18 
692 100 769 '19 885 538 

16 16 17 

゜
3 15 

9~9 17 

,“ ,“ 100 118 882 

14 15 12 

／゚ 

ヽ 11 
l臼 2 15 

03.8 100 80 26!1 78.8 

10 11 11 

゜
l 10 

1N5 l l 
90.9 100 100 9l 90.9 

11 18 18 

゜
2 11 

169 l 8 

853 100 100 15.4, 84.6 

8 ， 7 1 4 5 
26- 10 

80 90 90 10 4,0 50 

88 98 85 3 25 73 
計 l O 0 

880 98D 85D 800 250 ”‘° 

図．表に明らかな通り，船越地区では． 0-l才

の．ポリオウイルス各型に対する抗体保有率が低

< • I型にはわずかに 9.1 ％の保有率であった。
しかL.それ以上の年令群では． 4倍スクリーニ

ングでみると保有率は急上昇している。

型別でみると． I型に対Lて最も高く． 1型に対

Lては置型よりむLろ保有率がひくい傾向をみる。

大雄地区では． o~l年群でも． I.I型に 90.9 

％で．それ以上の年令では． I型に対する保有率

はII0％以上であるが．． 1型に対Lては 4~6年

6 ヽ倍スクリーニング

8型 1つ 2つ 8つ 8型

共 1型 I型 1型
の型
の型 の型 共

のみ
（ー） （＋） （＋） (+) （ー）

1 

゜

゜

゜

゜

゜

゜

゜
1 

ヽ ＇ 
2 1 6 

゜
8 

10 4,0 70 110 10 60 

゜
80 • 

5 6 2 ヽ 8 1 8 

4.5& 5↓7 182 8“‘ 27.8 7 9l’ 278 

1 6 8 4 8 

゜
6 

7.7 461 28l 80.8 28J. l̀ 4,6.2 

8 6 8 ？ 5 

゜
5 

47l 85.8 l7JI 412 29.4, 

゜
39、

6 6 8 8 2 l ヽ

4,0 

“ 
30 53.8 18.8 6.7 ~11.'1 

，7 5 7 8 5 3 l 

tl8-6 4,5、118.II 27.8 4,5公 18! 9,1 
6 6 ヽ 8 4 

゜
1 

463 4,6.8 80.8 615 SO.B 

゜
7.7 

6 8 4 1 6 

゜
8 

60 80 4,0 10 60 

゜
・eo 

48 

‘‘ 
!9 36, 84 ヽ 26 

lOD 48 4ヽ 29 86 84 ヽ 26 

群が69.2％と谷を示L.又..,~9年群の 94.1%

を頂点と Lて次第に低下Lて居り． 20オ以上で

8 0％であった。置型に対しては 0~1年群で．

6 8.6%.その後上昇Lて 7~9年群は 10 0％で

あり． 10~1 ll年児は 80 %と谷を示L．又．

1 8~1 5年及び 16~  1 9年の 10 0％を経て

2 0年以上では'IO %0)保有率と低下Lている。

各型別抗体保有率では以上の如く高低があるが．

ポリオの 8つの型のいずれにも抗体を有 Lていな

い例は．船越にて 0~1年児の 11名中の 7名．
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図l 男鹿市船越地区ポリオ中和抗体保有率（％）
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図2 乎鹿郡大雄村， 田根森ポリオ中和抗体保有率（％）
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(68.6%)と． 2~8年児11名中の 1人 (9.1 4 

％）と計 8名あったが；大雄では6~1年に唯一

人あったのみで他のすべての被検看は．一つの型

以上のポリオウイルスに対する中和抗体を保有し

ていた。しかも．阿地区共． 3～8年児以上の年
令群では． 9つの型のポリオウイルスに対する抗

体の保有看が 1つ又は 2つの型しか抗体を有しな

いものより多くみられt.:o

6 4,倍スクリー．ニッグでは．保有率1文ヽ倍スクリ

ーニソグに比して著るしくひくい。即ち． 64,倍

スクリーニングでは、 4倍スクリーニッグと異な

る。 0~1年児は，船越では．各型共 9.1％の保

有寧であり．以後．各型共． 60％には達せず．

Lかも．必ずしも年令の上昇に沿っては上昇して

居らず．高低がある。

大雄では． 0~1年児でも割合高寧であるが．各

年令群共．それと暑同様な保有率であった。

8つの型共保有Lていたいものほ．ら倍スクリ

ーニングでは極めてわずかであったが． 6ヽ倍ス

クリーニングでは．各年令群共相当みとめられ．

平均 26~8 8 % • 8っ共に陰性であった。

考 察
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年長者の集団が出来る恐れがあり問題となること

である。

このようなことから．我々は．今回の調査結果を

各個人に通知し．抗体のないものには必ず次回に

服用させることを指導したが．このようたことは

流行予測事業を行なう上で．是非必要なことと考

えるものである。

生ワクチンの普及により．ポリオウイルネによ

るポリオが殆んどなくなったかの如くになり最近

やや．ポリオワクチンに対する関心がうすれて来

たと云われているが．本県でも．船越地区に於て

若干この傾向をみとめたので注意すべきことであ

ると考えられる。

以前は年令と共に上昇していたポリオ中和抗体の

保有率が大雄村の成人に於て．より年少者より低

かったことは一つの注目すべきことであった。こ

れは恐らくここ数年来ポリオの野外ウイルスが減

少して来て居り．しかもワクチン非接種の成人に

感染すぺきウイルスのたくなって来たことを示す

ものと考えてよかろう。将来の免疫を完全にする

にはこうした抗体陰性の成人に対しての対策も考

えなければ．いつか成人ポリオの発生するおそれ

が出て来るであろう。

秋田県は 2ケ所に於て．初めて．ポリオウイル

ス流行予測調査を行なった結果．感染源調査では

両地区からポリオウイルスは分離されなかったo

又．中和抗体でみた．感受性調査では．船越の O

~1年を除けば． 4倍スクリーニソグでみると．

まず殆んどの人が．ポリオウイルスに対して中和

抗体を保有していた。このことは．昭和36年に

始まった生ワクチンの投与の効果の現われである

ことは明らかである。

船越地区に 8型共に抗体を保有していないもの

が0~lに118.6％あったことは．同地区のワクチ

ン投与亭が．昭和4,0年昭和4,l年に低下して80

％であったことに合致する。又．これら抗体陰性

の乳児はすべてワクチツを服用していないもので

あったことは．野外ポリオウイルスに感染する機

会の殆んどなくなった現在では服用を徹底させる

以外に放置すれば．こうした抗体のたいLかも．

総 括

昭和4 2年ポリオ流行予測事業と Lて．男鹿市

船越と．乎鹿郡大雄村田根森の住民を対象とした

ウイルス分離及び．中和抗体の検査を行ない次の

結果を得た。

l)第 1回目の 8月～ 9月のウイルス分離では．

l O 5名よりポリオウイルス以外のウイルスが

5株分離されたが．これらは． ooxa aokl e 
B-6,EOH0-6・及び．未同定8株であ

る。鏡 2回目の l- 8月の検査では． 98名よ

り1株も分離されなかった。・

2)ポリオウイルスに対する中和抗体保有率は．

4倍スクリーニソグでみると 2~8年児以上で

はn.1型に対する保有率が1型に対するより
も若干高く． 80~l O 0％であった。

6 4,倍スクリーニングでは．ヽ倍スクリーニツ
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グの5―百の保有率であり．年令と共には上丹 ••5) 須藤恒久他．秋田衛研所報 11 • ti 2．昭4,2 

せず．むしろ横這を示していた。 6) Lennet te.B. E. (Editor) Diagm-

oat10 Procedures for Vlral 
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